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言わずと知れた商店街の名門。若手を対象に
した商事研究会、年末・中元などの売出しを企
'専門店の良さをみなさまに、
・構成員数 58名
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十三而

う
ん
ざ
り
し
た
こ
の
夏
の
猛
暑
も

和
ら
ぎ
、
ど
と
と
な
く
秋
の
気
配
が

漂
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
秋
と
言

え
ば
食
欲
の
秋
、
響
の
秋
、
ス
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の
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好
の
時
期
▼
そ
と
で
会
議
所
か
ら
提

案
、
今
回
で
三
回
月
を
迎
え
る
「
経

営
者
シ
リ
ー
ズ
講
座
」
を
定
期
的
に

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
第
一
回
目

の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
一
般
消
費
税
は

御
存
知
の
よ
う
に
今
、
注
目
き
れ
議

論
を
呼
ん
で
い
ま
t
▼
き
て
、
当
所

が
一
番
気
を
も
ん
で
い
た
受
講
者

数
、
今
回
に
至
り
、
秋
風
に
誘
わ
れ

て
か
百
名
を
超
す
受
講
希
望
者
の
返

事
が
当
所
に
舞
い
と
ん
で
い
ま
す
▼

汰
回
は
、
是
非
あ
な
た
も
御
参
加
く

だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
t
。
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駅
周
辺
・
大
型
店
が

集
客
要
素

通
行
量
調
査
ま
と
ま
る

急
速
な
人
口
増
加
、
相
次
ぐ
大
型
店
舗
出
店
計
画
1
と
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
を
と
げ
る
奈
良
市
商
業
環
境
の
中
で
、
毎
年
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
通
行
量
調
査
の
結
果
が
と
の
捻
ど
ま
と
ま
っ
た
。

同
調
査
は
、
県
商
工
課
・
市
観
光
商
工
課
及
び
県
立
奈
良
商
業
高

校
の
協
力
を
得
て
、
去
る
八
月
六
日
、
七
日
の
両
日
、
各
商
店
街
別

に
十
六
地
点
を
設
け
、
場
所
別
、
方
向
別
、
時
闇
別
に
中
学
生
以
上

の
男
女
(
自
転
車
を
含
む
)
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
地
点
は
東
向
商
店
街
(
旧
商
工
会

〔
総
括
的
概
要
〕

急
休
的
に
み
る
と
、
対
前
年
比
九
議
所
前
)
の
二
三
二
七
九
人
で
過
去

.
九
づ
の
減
少
を
示
し
こ
0
 
昨
年
も
二
年
鳥
変
イ
は
ナ
し
第
二
位
は
三

.

、
、
、
U
,
上
条
通
商
店
街
(
ダ
イ
ェ
ー
前
)
で
二

同
木
に
対
前
年
比
一
.
三
g
の
、
.
少
一
八
三
五
人
、
続
、
て
小
西
通
商
店

を
示
し
て
船
り
奈
良
市
内
商
店
街
の
ノ
,
門

通
行
量
は
減
少
頁
向
、
、
続
、
て
、
街
(
ナ
か
ら
美
容
室
前
)
一
九
0
ナ

、
、
/
 
0
人
で
、
い
ナ
れ
も
駅
前
、
大
型
店

る
。

と
れ
は
、
近
接
都
市
の
商
業
集
積
の
立
地
と
い
う
集
客
施
設
を
抄
え
ナ

の
進
捗
等
、
ら
序
々
に
奈
良
市
商
店
地
域
で
あ
り
、
今
日
の
商
業
力
が
と

街
ミ
目
対
的
よ
地
盤
低
下
を
呈
し
つ
の
二
要
素
1
集
約
き
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

つ
ぁ
る
と
と
の
現
わ
れ
と
も
い
ぇ
今

と
れ
は
商
店
街
を
通
行
す
る
人
の

後
の
推
移
に
注
目
し
た
い
。

流
動
傾
向
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
東
向

通
行
量
の
最
大
地
点
は

商
店
街
、
餅
飯
殿
セ
ン
タ
ー
街
の
人

東
向
商
店
街

の
流
通
を
見
る
と
、
旧
商
工
会
議
所

炊
に
各
地
点
別
の
概
要
を
み
る
前
三
三
モ
九
人
、
寿
し
常
前
一
七

と
、
奈
良
市
商
店
街
の
通
行
量
の
最
五
九
六
人
、
松
森
陶
器
店
前
ご
豆

(

四
一
人
、
山
田
薬
局
前
六
四
0
二

人
。
小
西
通
商
店
街
で
は
、
た
か
ら

美
容
室
前
一
七
四
八
六
人
、
住
友
銀
,

朽
西
側
三
0
七
七
人
。
三
条
通
商

店
街
で
は
、
ダ
イ
エ
ー
前
三
八
三

五
人
、
第
一
勧
銀
前
九
五
四
九
人

と
、
各
商
店
街
に
お
け
る
顧
客
流
動

が
、
駅
・
大
型
店
を
中
心
忙
な
さ
れ
、

拡
が
り
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
.

と
ぅ
し
た
と
と
か
ら
奈
良
市
の
商

業
流
動
は
、
商
業
力
の
集
積
に
ょ
る

顧
客
流
勳
で
は
な
く
、
大
型
店
の
魅

カ
、
駅
を
中
心
と
す
る
人
の
流
動
に

茂
,
戸

肌
卓Yι
 
J

よ
る
も
の
で
あ
る
と
一
言
え
よ
う
。

注
目
し
た
い
三
条
通
シ
,
ツ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
商
店
街
改
造
計
画

今
後
、
と
の
よ
う
な
と
と
か
ら
奈

良
市
商
店
街
の
今
後
を
み
る
と
き
近

鉄
奈
良
駅
周
辺
地
域
、
餅
飯
殿
セ
ン

タ
】
街
、
三
条
通
り
商
店
街
の
面
的

な
つ
な
が
の
が
六
き
な
課
題
で
あ
ろ

↓
一
,
f
亀

コ

ι

う
.
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皐

と
れ
に
関
し
、
本
年
九
月
に
発
表

し
た
三
条
通
シ
"
ツ
ビ
ン
グ
モ
ー
ル

商
店
街
改
許
画
が
ど
の
よ
う
な
構

想
を
提
示
t
る
か
注
目
し
た
い
。
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今
日
、
か
つ
て
は
,
商
(
あ
き
な

い
)
,
と
い
わ
れ
た
生
業
的
、
家
業

的
が
主
体
で
あ
っ
だ
小
売
業
が
、
流

通
産
業
と
い
わ
れ
る
程
に
大
き
く
発

展
し
た
。

ス
ー
。
ハ
ー
・
、
ダ
イ
エ
ー
は
創
業
わ

十
か
二
十
年
に
し
て
日
本
一
の
小
売

業
の
座
に
つ
き
、
そ
の
売
上
高
は
一

兆
円
を
間
近
か
に
し
て
い
る
。
ダ
イ

エ
ー
に
限
ら
ず
他
の
チ
エ
】
ン
店

も
、
か
つ
て
で
は
考
え
も
及
ば
な
か

つ
た
よ
う
な
す
ぱ
ら
し
い
業
績
を
上

げ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
、
小
き
な

店
も
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
押
し
つ
ぶ
き

れ
る
ど
と
ろ
か
、
そ
れ
な
り
に
結
構

前
向
き
な
経
営
を
進
め
て
き
た
。

そ
れ
は
、
脅
威
で
あ
っ
た
は
ず
の

ス
ー
。
ハ
ー
が
、
む
し
ろ
街
の
集
客
力

の
援
軍
と
な
っ
た
く
ら
い
、
か
つ
て

の
景
気
は
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

と
と
ろ
が
、
最
近
、
商
品
が
,
売

れ
な
く
な
っ
た
,
、
,
売
れ
に
く
く
な

つ
た
,
と
い
う
声
を
ビ
ッ
グ
・
ス
ト

ア
と
い
わ
れ
る
ス
ー
パ
】
を
含
め

て
、
多
く
の
経
営
者
の
人
達
か
ら
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く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
,
い

つ
に
な
っ
た
ら
景
気
が
よ
く
な
る
の

か
,
と
い
う
質
問
を
受
け
る
。

高
度
成
長
か
ら
、
石
油
シ
"
ツ
ク

以
来
の
低
成
長
は
小
売
業
界
に
深
刻

な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。し

か
し
、
と
の
よ
う
な
事
態
も
反

省
し
て
み
る
と
当
然
t
ぎ
る
と
と
で

あ
ろ
う
。
荒
廃
し
た
戦
後
に
お
け
る

小
売
業
の
復
興
は
、
丁
度
、
原
野
や

山
林
に
火
を
放
っ
て
草
木
を
焼
き
は

ら
い
、
耕
作
や
肥
料
を
施
さ
な
く
て

も
大
き
な
収
穫
の
で
き
た
、
原
始
的

な
焼
畑
農
業
に
似
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

肥
沃
な
消
費
士
壌
で
 
J
売
り
ま
く

つ
た
,
結
果
は
消
費
者
は
物
的
に
充

足
し
、
し
か
も
、
ど
と
で
も
、
い
つ

で
も
買
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
小
き

な
街
ま
で
が
都
市
化
し
、
そ
と
に
過

当
競
合
を
ま
ね
く
と
い
っ
だ
現
実
だ

か
ら
、
そ
れ
で
な
く
て
も
地
力
が
衰

え
て
い
る
の
に
、
加
え
て
の
日
照

り
、
干
ば
つ
が
続
く
と
あ
っ
て
は
容

易
な
と
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

轟
、

゛
中
゛
6
叫
.

,
ξ
卑
,
一
腎

、

、
間
 
1
 
ヘ
工
J

姦

し
た
が
っ
て
、
と
れ
か
ら
の
時
代

は
商
売
の
あ
り
方
に
個
性
化
、
差
別

化
が
必
要
だ
と
い
う
わ
け
で
、
店
舗

を
個
性
化
し
、
商
品
を
差
別
化
t
る

と
い
っ
だ
傾
向
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
。

し
か
し
、
商
売
の
脇
役
で
あ
る
器

(
店
舗
)
を
個
性
化
し
て
も
、
そ
れ

は
根
本
的
な
き
め
手
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
し
、
商
品
の
差
別
化
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
は
よ
低
ど
恵
ま
れ
た
条
件

の
立
地
の
店
か
、
固
定
客
を
多
く
も

つ
た
店
で
な
け
れ
ぱ
不
可
能
だ
ろ

11

゛

、
J
」

、
、
、
゛
゛
鋳

'

一

一

1

2

'
(

電
電
電

<

ト
(
心
の
経
営
)
で
あ
る
.

そ
れ
は
、
手
、
商
人
と
し
て
の

使
命
感
を
、
ち
、
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
信
念
の
経
営
で
あ
り
、
次
に

は
、
現
状
維
持
で
な
く
常
に
時
流
を

つ
か
む
創
意
の
経
営
で
あ
り
、
そ
し

て
、
一
人
一
人
が
能
力
に
応
じ
た
力

を
発
揮
す
る
精
鋭
主
義
の
経
営
な
の

で
あ
る
。

だ
ま
っ
て
い
て
も
物
が
売
れ
た
時

代
、
売
る
意
欲
が
よ
り
物
を
売
っ
た

暗
代
か
ら
、
と
れ
か
ら
は
人
を
通
じ

て
店
を
売
り
込
む
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

小
売
業
の
健
全
な
発
展
と
消
費
者

サ
ー
、
ビ
ス
の
向
上
を
に
な
う
、
優
れ

た
小
売
業
従
導
者
つ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
販
売
士
制
度
は
す
で
に
五
年

目
を
迎
え
、
八
万
を
越
え
る
合
格
者

を
出
し
て
い
る
が
、
今
年
も
多
く
の

販
売
士
を
加
え
る
と
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
と
れ
ら
の
販
売
士
を
も
つ

商
店
主
の
人
逹
の
共
通
し
た
意
見
は

彼
等
が
商
売
に
対
す
る
自
覚
と
自

、負
と
、
そ
し
て
興
味
を
高
め
た
と
と

を
あ
げ
て
い
る
。

新
し
い
時
代
の
小
売
業
は
販
売
士

に
ょ
っ
て
、
明
る
い
未
来
を
築
き
あ

げ
る
と
と
を
信
じ
て
い
る
し
、
そ
う

あ
っ
て
巌
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

う
0そ

れ
よ
り
も
、
人
材
の
面
で
の
個

性
化
、
差
別
化
と
そ
大
切
で
あ
ろ

う
。
,
あ
の
店
は
親
切
で
、
感
じ
が

よ
い
,
と
い
う
一
言
葉
に
は
、
消
費
者

の
そ
の
店
に
対
t
る
好
意
と
信
頼
、

支
持
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。商

売
と
は
一
人
の
顧
客
と
の
出
会

い
を
大
切
に
t
る
と
と
が
存
在
の
最

も
大
き
な
価
値
だ
と
思
う
。
つ
ま

り
、
心
の
と
も
っ
た
経
営
と
い
う
と

と
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
従
業
員
の
一
人
一
人

が
、

そ
の
自
覚
を
も
っ
て
販
売
に
当

る
事
本
変
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と

が
必
要
で
あ
る
。

と
れ
か
ら
の
経
営
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
(
合
理

化
経
営
)
以
上
に
、
イ
メ
ー
ジ
メ
ン

才
レ
で
グ

▼
わ
制
、
カ

羨
、
タ

剣
1

り

一

Y

ユ

゛

Y

.
,

3

一

゛

、

ミ
 
Y
 
●

リ

お
好
み
呉
服

宜ー
゛
A
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小
企
業
施
策
の

普
及
事
業
に
つ
い
て
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中
小
企
業
を
と
り
ま
く
内
外
の
経

済
情
勢
は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

t
な
わ
ち
、
国
内
に
お
け
る
長
期

に
わ
た
る
景
気
の
停
滞
に
加
え
、
急

激
な
円
高
の
問
題
、
あ
る
い
は
発
展

途
上
国
の
追
い
上
げ
の
問
題
等
、

服
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
お
り
ま
t
。

と
の
よ
う
な
実
情
に
対
処
ナ
る
た

め
に
は
、
中
小
企
業
に
対
t
る
き
め

細
か
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
t
が
、
中
小

企
業
者
に
対
し
、
自
己
を
と
り
ま
く

環
境
の
変
化
を
的
確
に
知
ら
せ
、
今

後
の
適
応
の
方
向
を
否
し
な
が
ら

そ
の
自
助
努
力
を
喚
起
し
、
併
せ
て

と
れ
に
対
す
る
国
の
施
策
を
普
及
徹

底
す
る
と
と
が
必
須
の
急
務
で
あ
り

ま
す
。
い
か
な
る
施
策
も
、
十
分
に

そ
の
効
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

中
小
企
業
者
自
身
に
そ
の
制
度
を
理

解
し
、
か
つ
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
t
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
策
の
対
象
と

な
る
中
小
企
業
者
の
数
は
き
わ
め
て

多
く
、
ま
だ
業
種
別
・
規
模
別
・
地

域
別
に
千
差
万
別
の
態
様
を
示
し
て

い
る
と
と
か
ら
、
末
端
ま
で
の
施
策

二
一
一
=
冨

ニ
=
=
.

ニ
ニ
=
.

ニ
ニ
=

.
二
冒
:

二
一
冒
:

の
普
及
を
浸
透
さ
せ
る
と
と
は
未
だ

十
分
と
は
い
い
難
い
面
も
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

と
の
よ
う
な
と
と
か
ら
、
中
小
人
止

業
庁
施
策
普
及
室
で
は
、
五
十
三
年

度
も
引
き
続
き
次
の
よ
う
な
施
策
普

及
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
、
施
策
の
広
報

H
 
電
波
を
媒
体
と
す
る
広
叛

剛
ラ
ジ
オ
中
波
放
送

「
明
日
を
つ
く
る
中
小
企
業
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、
毎
週
日
曜
日
、
ラ
ジ

オ
関
東
ほ
か
三
十
七
の
民
闇
放
送
局

を
ネ
ッ
ト
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
小
介
業
施
策
を
お
知
ら
せ
t
る

と
と
も
に
、
正
確
で
タ
イ
ム
リ
ー
な

●
 
1

ー
.

情
報
を
伝
達
す
る
番
組
で
t
。
特
に

Ⅱ

-
ー
-
」
ー
ー
.
'
.
ー
.
冒

叩

ー
'
ー
ー
ー
司
,

中
小
企
業
が
抱
え
る
経
営
、
技
術
、

公
害
労
働
等
の
雷
題
に
つ
い

一
三
;
:
ー
,
.
'
'
.
一

】

」
■
冒
'
ー
.
司
 
1

て
、
不
況
下
で
も
努
力
と
創
意
に
ょ

■

り
健
全
な
事
業
活
動
を
続
け
て
い
る

一

一
.

一

叫
1
 
■
.
一
冒
.
ー
ー
.
冒

企
業
な
ど
、
具
休
的
事
例
を
広
く
紹

一

一
.

一・
易
'

介
し
ま
t
。

.
 
E
.,

ー
,
.
ー
」
一
"

同
ラ
ジ
オ
短
波
放
送

一

Ⅱ

"
一

一

一

「
中
小
企
業
経
営
教
室
」
の
タ
イ

ト
ル
で
、
毎
週
金
曜
日
(
夜
七
時
十

五
分
1
三
十
分
)
、
日
本
短
波
放
送

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
月
問
テ
ー
マ
を
定
め
、
そ

戸

ニ
ニ
=
■

:
=
=
■

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
学
識
経
験
あ

る
講
師
が
、
経
営
情
報
や
国
の
施
策

を
詳
し
く
解
説
t
る
番
組
で
す
。

九
月
以
降
の
月
間
テ
ー
マ
は
次
の

と
お
り
で
t
。

九
月
中
小
企
業
指
導
事
業

十
月
需
中
小
企
業
の
振
興

対
策

十
一
月
中
小
企
業
の
金
融
対
策

十
二
月
中
小
小
売
商
業
対
策

一
月
中
小
企
業
の
技
術
向
上

の
た
め
の
対
策

二
月
中
小
企
業
の
税
制

三
月
中
小
企
業
の
労
働
及
び

健
康
福
祉

テ
レ
ビ
放
送

囚
「
明
日
の
経
営
戦
略
」
の
タ
イ
ト

ル
で
、
毎
週
日
曜
日
朝
、
テ
レ
ビ
朝

,
一
.
,
.
一
'
.
'
"
.
一

.
ニ
=
=

ニ
=
=

.
●
=

日
捻
か
三
十
一
の
民
闇
放
送
局
を
ネ

ツ
ト
し
て
実
施
し
て
い
ま
t
。

変
化
す
る
社
会
情
勢
に
、
中
小
企

業
が
い
か
に
対
処
し
、
適
応
し
て
い

く
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
つ
つ
、
国

が
実
施
し
て
い
る
施
策
を
踏
ま
え

て
、
中
小
傘
の
努
力
と
創
意
あ
る

企
業
活
動
を
中
心
無
介
t
る
番
組

で
t
。

⇔
印
刷
物
K
よ
る
広
報

囲
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

中
小
企
業
を
と
り
ま
く
礁
の
変

化
と
、
そ
れ
に
対
t
る
国
の
施
策
を

具
体
的
か
つ
簡
潔
に
紹
介
t
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
り
1
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
各
通
商
産
業
局
、
都
道
府
県
、

市
町
村
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
等

の
中
小
企
業
指
導
桜
関
及
び
金
融
機

関
等
に
配
布
し
、
中
小
企
業
者
に
提

供
す
る
。

同
「
月
間
中
小
企
業
」
誌
の
監
修

中
小
企
業
に
関
t
る
施
策
経
済

動
向
な
ど
各
種
の
情
報
を
掲
載
し
た

「
月
問
中
小
企
業
」
を
監
修
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
一
部
を
買
い
上
げ
、

地
方
公
共
団
体
、
中
小
企
業
指
導
機

関
な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
本
誌
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か

ら
、
一
般
書
店
を
通
じ
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
(
定
価
、
一
部
四
0
0
円
)

「
中
小
企
業
施
策
の
あ
ら
ま
し
」

囚

の
発
行

当
該
年
度
の
中
小
企
業
施
策
を
平

易
に
解
説
し
た
手
引
書
を
指
導
機
関

向
け
と
し
て
作
成
し
、
都
道
府
県
及

ひ
指
導
機
関
等
に
配
布
し
、
も
っ
て

中
小
企
業
施
策
の
一
屬
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
ま
す
。
な
太
、
本
誌
は

(
財
)
中
小
企
業
調
査
協
会
か
ら
読
者

の
希
望
に
応
じ
有
料
配
布
し
て
い
ま

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
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^
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婦
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サ
赦
報
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一

相
・
相
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太
気
翫

モ
ー
0
 
冒
.
せ
吋
も
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、

、

゛

'
、

,

ノ

邑

当
所
常
議
員
の
垣
内
藤
一
郎
氏

(
脚
垣
内
商
会
代
表
取
締
役
)
は
、

去
る
九
月
十
七
日
午
後
三
時
、
巡

ノ
、

亀

硬
塞
の
た
め
御
逝
去
き
れ
ま
し

た
。
茲
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
t
0

賃

垣
内
氏
は
、
昭
和
二
十
四
年
五

月
当
所
議
員
に
就
任
さ
れ
て
以

来
、
今
日
ま
で
三
十
余
年
の
長
き

に
わ
だ
り
当
所
発
展
の
た
め
尽
力

き
れ
、
ま
た
奈
良
市
自
治
連
合
会

長
、
同
市
選
管
委
員
な
ど
の
要
職

も
歴
任
き
れ
た

0

享
年
七
十
七
歳

、

七
ー
ミ

.
＼

、
、
,
昆

一
、、
、
一
一己酉

行
作

三

入

t
。
ま
た
、
政
府
刊
行
物
セ
ン
タ
ー

に
て
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

ニ
、
施
策
の
検
討
等

月
「
中
小
企
業
モ
ニ
タ
ー
会
議
」

の
開
催

中
小
企
業
施
策
の
立
案
・
運
用
の

参
考
と
t
る
た
め
、
各
通
商
産
業
局

ビ
と
に
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
、
「
中

小
企
業
モ
ニ
タ
ー
会
議
」
を
開
催

し
、
中
小
企
業
者
等
か
ら
直
接
に
意

見
・
要
望
等
を
聴
取
す
る
と
と
と
し

て
い
ま
t
。

⇔
「
一
日
中
小
企
業
庁
」
の
開
催

中
小
企
業
施
策
の
一
層
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
国
の
施
策
に
対
す

る
現
地
の
意
見
・
要
望
等
を
聴
取

し
、
今
後
の
行
政
に
反
映
き
せ
、
き

ら
に
き
め
細
か
な
施
策
の
展
開
を
図

る
た
め
、
「
一
日
中
小
企
業
庁
」
を

開
催
し
ま
す
。
(
五
十
三
年
度
は
、

北
海
道
(
札
幌
市
)
で
九
月
十
九
日

開
催
)
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昭和53年10月10日(毎月1回10日発行)
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八木教室
亶原市兵部町県立医大前福又ピル2F
T E L .07"2 (3) 5 0 2 8e勺
うねび教室
橿原市畝傍町県立橿原公苑内

働きがいのある職場に.ノ
会議所の共済制度に加入しょう

商土・会・議所#
D加入資格およぴ条件
◎年令15~65才(無審査) ・毎月加
入可

◎会員事業所の役員および従業員
D月額掛金と共済金等
◎ 1人につき 2 口 a,480円)から
フ口まで

◎交通事故・災害事故による死亡ま
たは廃疾の場合一-400万◎膚気による死亡または疾病の場合
^200万

D税法上の特典
法人は全額損金処理、個人の従業員については必要経費とし、事業主本
人は生命保険料控除の対象

.
昆● 、

D幅広い高額の保璋
商工会議所の会員事業所の役員・幹

部社員の方々に御加入いただくもの
で、給付額も2千万円から1億3千万円の高額保障で、幅広い保障髪お約東
します。
D安い掛金

の杲盲保早門の新しい無配当夕J プ◎その他看誕・手術・死亡・灸害の給
がなく、そ九だけ掛金は安くなり、し D安い保険料かも多敷の人々がまとまって加入、れ 医療保障、死亡保障だけを目的とし
ますので、規模の利益が得られます。 た新しい無配当タイプの保険で、満期
D法人掛金は全額損金処理 保険全・配当金がなく、それだけ保険法人が支出するとの制度の掛金はす 料は安くなっております。
べて福利厚生費として損金に計上でき D保険料は全額損金処理
ます、。 法人が支出した保険料はすべて福利

厚生費として損金に計上できます。

お申込みは奈良商工会議所風 26-6222(代)まで
委託機関・日本団体生命株式会社

御一報ください
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企業と家庭に奉仕する

栄相互銀
社長野村萬

●■

木店
店

.■盟●■●■●E゛.●●,..明,..■■●..■■1,■.■.,■■.■■■●■'■.,..冒■.●.●圏,●.●.●■●.'●■●.昆■●弔●●.●●.●●. 4、●'.'冒...■゛、弔■■.『.

D入院・看護・手術の費用を補償
との医療保障は、医療費や付添い看

護料・手〒ド'J費用などの経費を補償する
ユニークな内容です。
D入院給付金
◎病気による継続して10日以上の入院
◎不慮の事故による5日以上の入院

下三条町 8 番地=写

大宮・大安寺・西大寺・学園前.東生駒.天理
郡山(大和小泉)・高田.桜井.桜井北.橿原
五条・下市.上市.大阪(北区南森町)

医'、,療1シ・イ呆、"険

(

奈良会議所ニュース 昭和53年]0月10日(毎月1 回10日発行)

日帰りから海外旅行まで旅のととならお気軽に.ノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号

(株)読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 TEL0742⑳5221~2

方矢 1テ

..111..■...■.●」1'.■...'■三" 1」......

町
4 e勺

冨士屋学園理事長藤本純忠

冨士屋学園
グルーフ゜

近畿孝曳育テスト協会
奈良県孝曳育テスト協会
^ 良経王里ゼ7丁て 、、

マーキュリーj羊裁学院

NE,'■N゛.".●E,●■.

士屋学園本部
良市杉ケ西町33国鉄奈良駅南
E L .0742 (23) 2 1 2 3W

教室部第^
良 条J

(23) 2E L . 0742 1

お子様の進学から・洋裁・簿記・会計まで

."

相モ・1'談ゞ室

経営相談 13:00

経理・務相談:

月曜日

木曜日

ワ'、イ、,'ド

金曜日

暑^^
言冗ワC



み
ど
り
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

県
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
指
導
要

綱
の
規
定
に
ょ
り
奈
良
日
日
新
聞
社

開
発
局
か
ら
設
置
届
出
書
が
九
月
十

六
日
に
提
出
さ
れ
た
。

当
所
で
は
と
の
進
出
計
画
に
対
し

既
存
商
店
に
及
ぼ
す
影
縛
等
を
商
業

小
売
部
会
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
t

る
。
影
響
が
あ
る
兪
め
た
場
合
、

当
所
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
協
議
会

の
意
見
を
聞
い
て
調
整
を
進
め
て
い

く
と
と
に
な
る
。

①
建
物
の
名
称

み
ど
り
台
シ
,
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

セ
ン
タ
ー
設
置
届
出

②
建
物
の
所
在
地

奈
良
市
三
碓
町
五
三
九
の
一
他

⑧
建
物
の
延
床
面
積

三
、
五
八
五
'

④
店
舗
面
積

一
五
、
二
七
九
金

⑤
建
物
の
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
地
上

三
階
地
下
一
階

⑥
入
居
す
る
主
な
小
売
業
者

い
ず
み
や
脚

昭
和
五
十
三
年
度
技
能
検
定
〔
後
期
〕

昭
和
五
十
三
年
度
技
能
検
定
が
次

の
要
領
で
実
施
さ
れ
る
。
詳
細
に
つ

い
て
は
県
技
能
検
定
協
会
(
奈
良
市

高
畑
菩
提
町
・
⑳
四
ご
一
七
)
ま

で
。▽受

検
申
請
受
付

昭
和
脇
年
W
月
Ⅱ
日
か
ら
同
年
W

月
⑳
日
ま
で

^
上
^
^
^
^
^
才
^
●
^
上
●
^
抵
^
^
オ
^
^
^
^
^
上
、
^
,
^
^
J
^

^
.
^
上
^
上
・
加
^
J
^
一
,
、
・
・
、
"
、
、
,
^
^
.
、
、
^
J
^
.

^
^
^
武
^
,
^
^
糾
^
^
^
号
琴
^
、
^
号
号
塀
^
翫
漸

米
を
と
ぐ
手
ざ
わ
り
ま
さ
に
今
朝
の
秋

絶
え
間
な
き
け
ん
か
疲
れ
や
子
の
昼
寝

空
蝉
や
わ
が
語
り
場
は
夫
の
墓

羅
の
尼
僧
や
数
珠
の
房
ま
し
ろ

紅
蓮
に
広
葉
か
へ
す
は
風
の
道

マ
実
技
試
験

問
題
公
表
昭
和
認
年
Ⅱ
月
巧
日

実
施
昭
和
那
年
Ⅱ
月
訟
日

か
ら
昭
和
騏
年
2
月

祁
日
ま
で

マ
学
科
試
験
昭
和
乳
年
2
月
H
e

玲
日
・
部
日

マ
合
格
発
表
昭
和
融
年
3
月
舒
日

労
災
保
険
や
失
業
保
険
の
手
続
き
が
左
づ
ら
わ
し
い
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

当
所
で
は
、
と
の
よ
う
な
事
業
主
の
方
に
代
わ
り
、
労

働
保
険
料
の
申
告
、
納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

と
れ
が
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」
で
す
。

手
続
き
は
簡
単
、
あ
な
た
の
事
業
所
合
理
化
に
会
議
所

の
労
働
保
険
事
務
組
合
を
ビ
利
用
く
だ
さ
い
。

(
担
当
石
田
)

山
中
三
木
選

耻
三
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
=
三
三
】
=
=
一
三
=
一
三
三
一
=
=
一
三
三
三
三
三
=
一
一
=
一
=
=
一
三
三
三
一
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三
三
三
三
三
三
三
三
=
一
三
三
三
三
=
一
三
一
一
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一
=
Ξ
=
一
三
1
Ⅲ

.

最
新
設
備
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の

が
、
新
し
い
技
術
の
開
発
で
十
年
も

持
た
ず
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
な
っ
て
い

く
。
数
力
月
前
ま
で
は
、
生
産
が
需

要
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
花
形
商
品

が
、
急
に
需
要
が
な
く
な
り
、
た
ち

ま
ち
在
庫
の
山
と
な
っ
て
し
ま
う
等

々
の
と
と
は
、
も
う
今
日
で
は
日
常

の
茶
飯
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。変

化
の
激
し
い
の
は
と
ぅ
し
た
物

の
面
ぱ
か
り
で
は
な
い
。
美
徳
と
い

わ
れ
た
節
約
が
悪
徳
に
さ
れ
た
り
、

ま
た
美
徳
に
逆
も
ど
り
し
た
り
、
人

前
で
は
は
ば
か
る
と
と
が
好
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
た
セ
ッ
ク
ス
が
平
気
で

公
開
さ
れ
、
そ
れ
が
性
の
開
放
と
も

て
は
や
さ
れ
る
な
ど
倫
理
の
面
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。

と
ぅ
し
た
と
と
か
ら
、
最
近
は
不

確
実
性
の
時
代
と
か
、
不
安
定
性
の

時
代
と
か
さ
わ
が
れ
て
太
り
、
,
と

う
し
た
問
題
も
起
こ
り
そ
う
だ
'

,
と
ん
な
恐
ろ
し
い
と
と
も
考
え
ら

れ
る
,
と
い
っ
た
不
安
定
性
や
、
不

確
実
性
を
強
調
す
る
、
話
や
書
物
が

次
々
と
出
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
不
安

を
あ
於
っ
て
い
る
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
諺

も
あ
る
と
と
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題

が
発
生
t
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
を

考
え
、
そ
の
対
策
を
練
っ
て
船
く
と

と
が
む
だ
で
は
な
い
と
思
う
が
、
し

ノ
」
」
ナ
,
,
'
/
J
.
ー
、
5
 
、
」
,
1
t
 
1

日
時
十
一
月
八
日

午
後
一
時
三
十
分
t
同
四
時
三
十
分

と
こ
ろ
当
所

テ
ー
マ
『
日
本
経
済
の
展
望
と

こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
』

事
時
通
信
社
桑
田
琢
磨
氏

講

i

戸(
、

一

,
、

か
し
、
い
ま
の
不
確
実
と
か
不
安
定

と
か
い
う
さ
わ
ぎ
は
、
少
し
異
常
で

は
な
か
ろ
う
か
。

と
い
う
の
は
、
冷
静
に
考
え
だ
場

信
近

Ⅲ
一
一
一
=
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=
三
一
=
三
三
三
三
三
三
三
一
=
=
一
三
三
き
三
三
三
=
Ξ
=
三
三
三
三
三
三
三
三
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
一
三
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三
一
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三
三
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】
=
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後
援
奈
良
県
商
工
会
議
所
連
合
会

奈
良
県
中
小
企
業
団
体
連
合
会

奈
良
県
商
工
会
連
合
会

@
奮
っ
て
ビ
参
加
く
だ
き
い
。

計
行

理
博
"
設
御

.

谷
桝

十

桝
ι
1

口

わ
が
国
の
歴
史
を
み
て
も
、
政
治

的
に
安
定
度
が
多
少
高
か
っ
だ
江
戸

時
代
で
も
、
地
震
、
飢
鯉
と
い
っ
だ

と
と
は
数
多
く
起
と
っ
て
い
る
し
、

7

、
.
リ

ノ
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(

言
葉
で
人
間
社
会
が
確
実
性
、
安
定

性
の
な
い
と
と
を
説
い
て
い
る
で
は

ナ
し
力

そ
れ
を
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
不
確

実
だ
、
不
安
定
だ
と
さ
わ
ぎ
た
て
、

落
ち
つ
き
を
な
く
し
、
い
ら
い
ら
す

る
と
と
は
な
か
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
も
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て

は
そ
う
し
た
な
か
で
、
い
か
に
う
ま

く
そ
の
変
化
に
適
応
し
て
い
く
か
を

考
え
て
い
け
ぱ
よ
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
柔
軟
な
思

考
力
を
養
っ
て
お
く
と
と
で
あ
ろ

う
。
建
物
に
し
て
も
柔
構
造
の
ほ
う

が
地
震
に
強
い
よ
う
に
、
男
も
柔

軟
で
な
い
と
変
化
に
も
ろ
い
か
ら
で

あ
る
。そ

う
か
と
い
っ
て
、
建
物
が
地
面

に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
も
必
要

で
あ
る
。
仕
事
の
場
<
貝
と
れ
は
最

終
的
な
目
標
で
あ
ろ
う
。

と
の
ほ
う
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

も
の
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が

起
と
っ
て
も
と
れ
を
見
失
わ
な
い
よ

う
に
t
る
と
と
で
あ
る
。

と
の
と
と
さ
え
で
き
れ
ぱ
、
不
確

実
、
不
安
定
と
い
っ
て
も
お
そ
れ
る

と
と
は
あ
る
ま
い
。

商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所
顧
問

内
田
知
二

総

い

<
-
1
1
-

、
'
・
>

Y

薪>
＼
.
＼

/

1
合
、
こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
で
、

確
実
の
時
代
、
安
定
の
時
代
と
呼
べ

る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

、
0

力

一
薫
繁

経
済
的
に
も
随
分
と
安
定
性
を
欠
い

て
い
た
と
と
を
み
て
も
、
と
れ
は
明

白
で
あ
ろ
う
。

昔
の
人
も
「
諸
行
無
常
」
と
い
う

,

■
:

'

、

、

池

事

"
一
'
一

,
.
ノ
、
、
、

.

、
.

、
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柔軟な思考力で変化に適応
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凡

第121号(第三種郵便物認可)

工゛

頼の大きさ・
電工の
術で式

:

C)
゛

脈動
生命
技術
近電 奈良商工会議所会館地階

旧及し、成長する都市の、
テムをつくる
)1さ・・・。
大きな信頼にこたえま武。

奈良会議所ニュース

''
、 ・'勃、.皐.

,.、ι

・き1

゛^
ーを
.

熱.

昭和53年10月10日(毎月1回10日発行)

暫'

経営・経済問題講習会

^

、 ^盆竃王
電気・計装・空調・肪災.土木●取締役社長周本

奈良支店長小柴

主師
催

奈中
/1~
企
業

良振
."゛『"、

事

県団

d,町1、1"稔勺

式会社

本社及び
奈良瑚務所

京都李務所

大阪東務所

奈良市大宮町]丁目 6 番 21 牙
TE I'奈R (0742) 3 4-1 4 6 1 r勺

京都市中京区御池通御幸町隼屋町京都府旅紗会館
TE 工京都(075) 2 2 1-1 6 3 2 HU

大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル
TE 王六阪(06) 3 9 1-5 0 7 1 HU

^昆.圏.^^,■■■^^●,●●^^冒■■■^^■皿.昆^^,■●●^^■圏卑■^^●■●,^^■■■■^^■●●■^^,

ご自身の巣をもつということはー・・

.

C.ぞン《"
フレストラン

営業時間 9:00~22:00
し゛ブクィム]フ:00~22:0の

■^旦●●●^^●.■■^^,1●,^^■■匡.^^..■.^^.闇.卓^^.,畢.^^....^^巨.■■^^■●電畢^生

1朴"ー,1
ニッカG&G 3,000円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円



ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

去
る
8
月
舒
日
(
日
)
午
前
6
時
釦

分
よ
り
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
南
北

グ
ラ
ン
ド
に
て
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
か
ね
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

訪
問
国
は
デ
ン
マ
ー
ク
・
西
ド
イ

ツ
.
ス
ィ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
4
力
国

で
、
そ
の
国
々
の
産
業
の
視
察
、
青

年
経
営
者
と
の
交
流
懇
談
会
、
商
業

施
設
視
察
、
フ
ァ
ッ
シ
"
ン
見
本
市

及
び
J
E
T
R
0
訪
問
等
、
国
際
的

知
識
の
習
得
及
び
そ
の
国
の
経
済
社

会
情
勢
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を

行
っ
た
。

当
日
は
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
玲

名
が
参
加
し
、
 
2
試
合
を
行
っ
た
。

試
合
は
珍
プ
レ
ー
が
続
発
し
、
会
員

相
互
が
打
ち
解
け
合
っ
て
親
睦
会
に

ふ
さ
わ
し
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

あ
っ
た
。
尚
参
加
者
は
次
の
と
兆
り

で
あ
る
。
中
塚
部
長
他
新
谷
・
西
尾

本
田
・
藤
本
・
近
東
・
垣
内
・
虎

.杖
・
神
箸
・
杉
本
・
樽
井
・
士
屋

箸
尾
・
望
月
・
藤
原
・
光
峰
・
西
村

堀
田
各
氏
。

.

《
例
会
出
席
率
は

2
割
以
下
》

4
月
以
来
の
例
会
出
席
率
は
2
割

以
下
で
今
な
お
低
調
で
あ
る
。
出
席

率
は
会
員
の
所
属
議
の
賜
で
あ

り
、
今
後
魅
力
あ
る
商
工
会
議
所
青

年
部
と
し
て
執
行
部
・
会
員
・
事
務

局
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

意
義
あ
る
青
年
部
と
し
て
の
役
割
を

は
た
し
た
い
。

又
、
Ⅱ
月
に
は
創
立
一
周
年
を
む

か
え
ま
t
が
、
会
員
意
識
高
揚
の
ス

テ
ッ
プ
台
と
し
て
、
意
義
あ
る
黒

行
事
を
予
定
し
て
船
り
ま
t
の
で
、

種
々
な
意
見
を
太
寄
せ
頂
き
だ
く
存

じ
ま
す
。

◎
8
月
器
日
付
で
「
繁
N
時
問

チ
ャ
リ
】
テ
ィ
」
に
2
万
円
贈

呈
致
し
ま
し
た
。

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん

9

九
月
例
会
開
催

九
月
十
二
日
に
商
工
会
議
所
4
階

ホ
ー
ル
に
於
て
竜
谷
大
学
助
教
授
、

西
光
萎
敞
氏
を
講
師
に
招
き
、
社
会

福
祉
活
動
を
t
す
め
る
た
め
に
題
し

た
講
話
を
拝
聴
し
た
。

内
容
は
、
慈
善
事
業
1
社
会
事
業

1
福
祉
事
業
へ
の
う
つ
り
変
り
の
考

え
方
、
母
子
福
祉
問
題
か
ら
父
子
福

祉
が
問
題
に
な
り
つ
つ
ぁ
る
等
興
味

深
い
話
し
で
あ
っ
た
。

出
席
者
一
同
熱
心
に
拝
聴
し
た
。

出
席
者
綴
名
。

奈
良
県
青
年
経
営
者

海
外
研
修
に

虎
杖
あ
さ
お
氏
参
加

去
る
9
月
3
日
1
H
日
に
わ
た
り

奈
良
県
青
午
経
営
者
海
外
研
修
(
奈

良
県
主
催
)
が
H
名
の
青
年
経
営
者

が
参
加
し
て
実
施
き
れ
だ
。
当
青
年

部
か
ら
は
虎
杖
あ
き
お
氏
が
参
加
。

0

ト
予
定

一
、
場
所
飛
鳥
ゴ
ル
フ
場

マ
ン
ス
リ
ー
も
近
づ
い
て
お
り
ま

す
の
で
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

,
天
川
村
み
た
ら
い

渓
谷
を
歩
く
'

1
保
険
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
1

来
る
W
月
器
日
、
保
険
レ
ク
リ
エ

シ
.
ン
部
企
画
に
ょ
り
、
歩
と
ぅ

会
を
実
施
致
し
ま
t
の
で
多
数
ビ
参

加
下
き
い
ま
す
よ
う
ビ
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
友
好
倶
楽
部
会
員
ビ
家
族

で
中
学
生
以
上
の
方
に
限
り
同
伴
を

認
め
ま
t
。

一
、
日
時
 
m
月
器
日
(
土
)

午
前
八
時
出
発

一
、
場
所
天
川
村
み
た
ら
い
溪
谷

会
員
本
人
無
料

同
伴
者
一
名
無
料

同
伴
者
二
名
以
上
一
名
に
付

二
0
0
0
円

理
事
会
開
催

九
月
十
六
日
正
午
1
十
四
時
ま
で

4
階
四
0
 
-
号
室
に
お
い
て
開
催
。

会
員
増
強
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
会
員
増
強
の
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
等
協
議
が
な
き
れ
、
尚
一
層

役
員
理
事
の
方
々
に
会
員
増
強
に
つ

い
て
ご
努
力
願
う
と
と
に
決
定
し

ナ
出
席
者
上
田
会
長
他
巧
名

0
 
月
 
4

最
近
、
奈
良
市
へ

の
大
型
店
の
進
出
計

画
が
相
つ
い
で
い

る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
市
内
商
業
者
や

消
費
者
の
間
に
い
ろ

い
ろ
な
波
紋
を
画
い

'〆

祈戸

《

て
い
る
よ
う
だ
。

い
ず
れ
、
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
店
舗
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ

る
「
大
店
法
」
に
ょ
り
、
千
百
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
店
舗
に
つ
い
て
は
、
県
の

「
要
綱
」
に
ょ
り
、
商
工
会
議
所
に

設
け
ら
れ
て
い
る
大
型
店
、
中
小
商

店
、
消
費
者
及
び
学
識
経
験
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
岩
で
構
成
さ
れ
た

「
商
業
活
動
調
整
協
議
会
」
(
略
称

「
商
調
協
」
)
に
ょ
っ
て
調
整
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
と
な
ろ
う
。

か
つ
て
な
い
消
費
停
滞
の
中
で
の

大
型
店
の
進
出
で
中
小
商
店
に
と
っ

て
競
争
は
、
き
ら
に
き
び
し
い
も
の

と
な
ろ
う
が
、
一
層
の
大
型
店
規
制

・
中
小
商
業
保
護
の
強
請
に
堕
t
る

と
と
の
な
い
よ
う
、
中
小
商
業
者
に

第
松
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

一
、
日
時
如
月
玲
日
(
水
)

午
前
9
時
妬
分
ス
タ
ー

ー
ー
j

に
つ
い
て
適
切
な
行
政
指
導
を
政
府

に
求
め
た
衆
院
商
工
委
員
会
の
付
帯

決
議
を
よ
り
ど
と
ろ
に
し
て
、
規
制

面
積
の
引
下
げ
の
動
き
が
広
ま
っ

た
。
い
わ
ぱ
中
型
店
も
規
制
す
る
と

い
う
規
制
範
囲
の
拡
張
で
あ
り
、
と

れ
を
、
ま
っ
さ
き
に
、
条
例
で
実
施

し
た
の
が
豊
中
市
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
と
の
豊
中
方
式
は
、
例
条
規

要
綱
な
ど
の
ち
が
い
、
府
県
と

」
、貝市

の
ち
が
い
は
あ
る
が
多
く
の
自
治

体
に
広
ま
っ
た
。

最
近
、
そ
の
豊
中
市
で
、
消
費
者

の
問
か
ら
「
在
来
の
商
店
は
条
例
に

'

＼

恩
如
門
例
会
は
、
第
二
火
曜
日
が
祝

日
の
為
第
四
火
曜
W
月
N
日
に
実
施

致
し
ま
t
。

講
師
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
追

つ
て
連
絡
し
ま
す
。

,
,
"
,
゛
,
,
?
ル
,
,
ず
Y
,
J
中
,
"
ゾ
;
ツ
ゾ
,
9
,
辛
゛
、
・
り
゛
,
り
リ
吼
'
Y
ゞ

よ
う
な
悪
循
環
に
つ
な
が
る
と
す
れ

ば
豊
中
市
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ

ら
ず
ど
の
自
治
体
の
地
域
で
あ
っ
て

も
由
由
し
い
問
題
と
い
う
低
か
な
い

だ
ろ
う
。
企
業
に
と
っ
て
法
の
保
護

は
、
い
わ
ば
麻
薬
の
よ
う
な
も
の
で
、

厳
正
な
制
約
の
下
で
用
い
ら
れ
て
と

そ
病
を
い
や
す
も
の
で
は
あ
っ
て

も
、
乱
用
す
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
と
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
ま

た
企
業
に
と
っ
て
正
当
な
競
争
の
回

避
は
自
己
の
存
立
否
定
に
通
じ
る
か

も
し
れ
な
い
と
と
を
考
え
て
お
き
た

電

8

企

何
を
な
す
べ
き
か

望
み
た
い
。

大
店
法
施
行
(
昭
和
四
十
九
年
三

月
)
直
後
よ
り
強
い
規
制
を
求
め
る

気
運
が
急
激
に
高
ま
っ
た
。
と
く
に

同
法
の
、
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
の
法
的
拘
束
力
の
及
ば
な
い
店
舗

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
消
費
老
が
買
い

も
の
を
し
や
t
い
よ
う
に
努
力
し
な

い
」
と
の
不
満
が
高
ま
り
つ
つ
ぁ
る

と
い
わ
れ
、
ま
た
、
市
当
局
も
「
地

元
商
業
者
が
い
つ
ま
で
も
ぬ
る
ま
湯

を
脱
け
出
さ
な
い
の
で
は
困
る
。
大

手
攻
撃
は
一
段
落
し
て
い
る
が
今
後

は
質
の
競
争
に
な
る
。
と
れ
ま
で
以

上
に
勉
強
し
な
い
と
、
淘
汰
さ
れ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
危
恨
し
て
い
る

と
し
う

も
し
と
の
よ
う
な
場
<
口
、
大
型
店

の
再
攻
勢
で
法
の
保
護
←
経
営
努
力

の
放
棄
←
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
←
消
費

者
の
不
満
←
保
護
の
強
化
・
:
と
い
う

"
蔦

て
も
理
解
で
き
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、

中
小
商
店
で
あ
っ
て
品
揃
え
が
悪
い

の
で
は
論
外
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、

小
売
業
に
と
っ
て
大
切
な
と
と
は
資

本
や
規
模
の
大
小
で
は
な
く
て
、

小
売
機
槌
特
に
消
費
者
に
対
す
る

役
割
を
十
分
に
果
し
て
い
る
か
否
か

で
あ
る
。
 
t
な
わ
ち
、
良
品
を
安
く

提
供
す
る
と
い
う
と
と
が
基
本
で
あ

る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
商
品
が
消
費
者
に
と
っ
て
真
に
良

い
品
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
の
チ
ェ
ッ

ク
、
必
要
な
商
品
の
品
揃
え
が
な
き

れ
て
い
る
か
、
ま
た
消
費
者
の
購
買

頒
度
に
あ
っ
た
量
が
確
保
さ
れ
て
い

る
か
、
価
格
が
品
質
・
機
能
に
相
応

し
て
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
な
ど
が

中
心
の
問
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
商

品
そ
の
も
の
以
外
の
事
柄
と
し
て
、

買
物
の
し
や
t
い
場
所
・
環
境
を
整

え
、
配
達
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
便
益
の
服
か
、
商
品
に
関
t

る
知
識
・
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
余
り
関
心

を
持
た
れ
て
い
な
い
が
、
と
れ
ら
小

売
機
能
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は

経
営
管
理
の
知
識
を
修
得
し
、
実
行

す
る
と
と
が
肝
要
で
あ
る
。
か
つ

て
、
他
県
よ
り
転
勤
し
て
き
た
あ
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
奈
良
の
商
店

を
評
し
て
云
っ
た
言
葉
1
 
「
殿
様

商
法
」
だ
け
は
一
日
も
早
く
脱
却
し

た
い
も
の
だ
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

(

、
0

し

/

大
企
業
と
中
小
企
業
の
対
立
と
は

云
っ
て
も
、
小
売
業
で
は
製
造
業
と

違
っ
て
、
百
貨
店
、
ス
ー
バ
ー
、
専
門

店
、
中
小
商
店
な
ど
多
様
、
多
数
の

店
舗
に
ょ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
商
業

集
積
が
顧
客
吸
引
力
と
な
る
と
い
う

面
が
か
な
り
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
そ

れ
は
顧
客
と
し
て
の
消
費
者
の
多
数

な
と
と
と
そ
の
欲
望
の
多
様
な
と
と

に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
如
何
に
大

き
い
店
舗
と
い
ぇ
ど
も
、
わ
ず
か
な

数
で
そ
の
地
域
の
需
要
を
賄
う
と
と

が
出
来
な
い
。
そ
れ
が
証
拠
に
大
型

店
の
最
も
大
き
な
泣
き
所
の
一
は
品

揃
え
の
不
十
分
に
あ
る
と
と
を
も
っ
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税
の
ぺ
ー
ジ

正
し
い
計
算
で
正
し
い
申
告

青
色
申
告
で
経
営
の
合
理
化
を

一
、
.
一
』
=
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三
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、
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正
し
い
汁
算
で
正
し
い
納
税
1
所
得
税
は
、
所
得
や
税
額
を
自

分
で
計
算
し
て
申
告
し
納
税
す
る
巾
告
納
税
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
と
で
毎
日
の
取
引
を
帳
簿
に
つ
け
、
そ
の
娠
簿
に
基
づ
い
て

正
確
に
所
得
税
の
申
告
を
t
る
人
に
は
、
所
得
登
の
面
な
ど
で
、

い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
れ
を
青
色
申
告
制
度
と
い
い
ま
す
。

と
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
税
金
業
所
得
、
山
林
所
得
の
あ
る
人
が
青

面
で
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
受
け
ら
色
市
告
が
で
き
ま
す
。

不
動
産
所
得
と
は
、
家
や
土
地
な

れ
、
そ
の
上
、
帳
簿
を
つ
け
る
と
と

に
ょ
り
経
営
の
内
容
や
資
金
繰
り
、
ど
の
貸
付
に
ょ
る
所
得
で
す
。

事
業
所
得
と
は
、
農
業
、
漁
業
、

在
庫
な
ど
の
状
況
が
よ
く
分
か
り
、

経
営
の
合
理
化
に
役
立
ち
ま
t
。
し
製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
、
サ
ー

か
し
、
ま
だ
青
色
申
告
に
関
心
を
持
ビ
ス
業
な
ど
の
事
業
か
ら
生
じ
る
所

ち
な
が
ら
、
そ
の
内
容
が
よ
く
分
か
得
や
、
医
療
保
健
業
や
著
述
業
に
ょ

ら
な
い
た
め
、
青
色
申
告
を
し
て
ぃ
る
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
。

な
い
人
も
多
い
の
で
、
青
色
申
告
や

山
林
所
得
と
は
、
五
年
を
超
え
て

手
続
な
ど
に
つ
ぃ
て
説
明
し
ま
し
ょ
も
っ
て
い
た
山
林
を
、
伐
採
し
て
譲

渡
し
た
り
、
立
木
の
ま
ま
譲
渡
し
た

う
0

と
と
に
ょ
る
所
得
を
い
い
ま
t
。

青
色
申
告
を
す
る
と

多
く
の
特
典
が
ノ
.

青
色
申
告
を
t
る
人
に
は
、
所
得

計
算
の
面
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
有
利

な
取
扱
い
が
で
き
る
と
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
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、
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次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
t
。

▼
青
色
里
口
控
除

青
色
申
告
を
し
て
い
る
人
は
、
一

律
に
十
万
円
を
所
得
金
額
か
ら
控
除

す
る
と
と
が
で
き
ま
t
。
た
だ
し
、

後
で
説
明
す
る
「
み
な
し
法
人
課

税
」
を
選
択
し
た
と
き
は
、
と
の
控

除
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
青
色
専
従
者
給
与

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
の
配
偶
者

や
十
五
歳
以
上
の
親
族
で
、
そ
の
事

業
に
も
っ
ぱ
ら
従
事
し
て
い
る
人
に

支
払
っ
た
給
与
は
、
必
要
経
費
に
な

り
ま
t
。

▼
貸
倒
引
当
金

売
掛
金
や
貸
付
金
の
貸
倒
れ
に
備

え
て
、
年
末
の
売
掛
金
や
貸
付
金
な

ど
の
五
・
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
(
金
融
業

は
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
)
ま
で
の
金

額
を
貸
倒
引
当
金
と
し
て
必
要
経
費

に
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

▼
価
格
変
動
準
備
金

商
品
な
ど
の
価
格
の
低
落
に
ょ
る

損
失
に
備
え
て
、
年
末
の
商
品
な
ど

の
た
な
卸
高
の
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
(
特

定
商
品
に
つ
い
て
は
五
パ
ー
セ
ン

0
、ノ

ト
)
ま
で
の
金
額
を
、
価
格
変
動
準

備
金
と
し
て
必
要
経
費
に
t
る
と
と

が
で
き
ま
す
。

▼
「
み
な
し
法
人
課
税
」
の
選
択

事
業
所
得
者
や
事
業
と
い
ぇ
る
規

模
で
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
付
け
て
い

る
不
動
産
所
得
者
は
、
所
得
か
ら
事

業
主
報
酬
の
額
を
控
除
し
て
税
額
を

雫

青
色
申
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
?

所
得
税
法
で
は
、
所
得
を
、

Ⅱネ

子
、
配
当
、
不
動
産
、
事
業
、
給

与
、
退
職
、
山
林
、
譲
渡
、
一
時
、

雑
の
十
種
類
に
区
分
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
、
不
動
産
所
得
、
事

店
1櫓

.2

村
0ET

■
/
f

一
ノ

一

30

奈

勿
詑

計
算
t
る
な
ど
、
法
人
と
同
じ
よ
う

な
課
税
方
法
に
な
る
「
み
な
し
法
人

課
税
」
を
選
択
す
る
と
と
が
で
き
ま

す
。▼

純
損
失
の
繰
越
し
と
繰
戻
し

事
業
所
得
な
ど
に
損
失
が
出
た
と

き
、
そ
の
損
失
額
を
翌
年
以
降
三
年

問
に
わ
た
っ
て
、
順
次
各
年
の
所
得

か
ら
差
引
く
と
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
引
続
い
て
青
色
申
告
を
し

て
い
る
場
合
は
、
損
失
額
を
前
年
の

所
得
か
ら
控
除
し
、
既
に
納
め
て
い

る
前
年
分
の
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
と
と
が
で
き
ま
t
。

三
百
万
円
の
所
得
の
人
で

十
二
万
円
も
の
節
税
が

青
色
申
告
を
す
る
と
、
税
金
は
ど

の
く
ら
い
安
く
な
る
か
例
を
あ
げ
て

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
金
額

が
、
青
色
申
告
の
特
典
を
受
け
る
前

で
三
百
万
円
、
妻
に
対
t
る
専
従
老

給
与
七
十
万
円
、
年
末
の
売
掛
金
五

十
万
円
、
年
末
た
な
卸
商
品
百
万

円
、
扶
養
親
族
は
子
供
二
人
の
平
均

的
な
兆
店
の
場
合
青
色
申
告
を
す

る
と
、
所
得
税
は
お
よ
そ
六
万
円
も

安
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
だ
け
で
な
く
、
住

民
税
や
事
業
税
も
安
く
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
を
合
せ
る
と
、
青
色
申

告
を
し
て
い
な
い
人
の
税
金
は
約
三

十
三
万
円
で
す
が
、
青
色
申
告
を
し

・
号
'

24

種各品
菓

地
番

町
上
森
ノ

市
市

良
良

奈
奈

部
都

品
菓
食
冷

子
凍

菓
冷

食
冷
ト

主
凍

菓
冷

＼

て
い
る
人
の
税
金
は
約
二
十
一
万
円

と
な
り
、
船
よ
そ
十
二
万
円
も
安
く

な
り
ま
す
。

灘
鬪
昭
桜

青
色
申
告
の
申
請
は

お
近
く
の
税
務
署
へ

昭
和
五
十
四
年
分
か
ら
青
色
申
告

を
し
よ
う
と
す
る
人
は
昭
和
五
十
四

年
三
月
十
五
日
ま
で
に
「
青
色
申
告

壽
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
の
用
紙
は
税

務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
太
、
本
年
の
中
途
で
新
し
く
事

業
を
開
業
し
た
人
は
、
開
業
の
日
か

ら
二
か
月
以
内
に
申
請
書
を
提
出
し

ま
す
と
、
今
年
か
ら
青
色
申
告
K
よ

る
と
と
が
で
き
ま
t
。

申
請
書
を
出
し
簡
易

帳
簿
を
つ
け
れ
は
O
K

青
色
申
告
を
す
る
人
は
、
現
金
出

納
帳
を
中
心
と
し
た
簡
易
帳
簿
(
現

金
出
納
帳
経
費
帳
、
売
掛
帳
、
買

掛
帳
、
固
定
資
産
税
台
帳
)
を
つ
け

れ
ぱ
よ
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
t
。

帳
簿
の
つ
け
方
や
決
算
の
し
か
た

な
ど
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
税
務
署
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
青
色
申
告
指

導
担
当
者
が
ビ
相
談
を
お
受
け
し
ま

t
。ま

た
、
納
税
協
会
や
青
色
申
告

会
、
日
本
税
務
協
会
、
各
地
商
工
会

議
所
、
市
町
村
の
商
工
会
、
税
理
士

【
一

一

'
、
"

一
-
0
 
、
、

'

'

会
な
ど
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
利
用
く
だ
き
い
.

e
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▽
朗
日
東
謬
・
日
下
部
敬
造
・
高

畑
町
一
三
九
・
電
気
工
事
・
⑱
0

三
五

▽
萱
野
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
・
萱
野
清

子
・
西
木
辻
中
町
三
一
三
・
婦
人
服

仕
立
販
売
・
⑳
一
八
九
四

▽
平
城
自
動
車
・
北
岡
勲
・
秋
篠

早
月
町
・
自
動
車
販
修
・
@
六
八
三

九▽
大
和
鋼
材
工
業
朗
奈
良
営
業
所
・

乾
櫓
治
・
大
宮
町
六
1
三
二
九
1

一
(
新
大
宮
ビ
ル
)
・
総
合
建
設
・
不

動
産
業
・
@
四
六
七
四

▽
善
幸
興
業
妹
・
中
本
善
之
・
富
雄

-
1
六
ー
ニ
・
建
築
造
園
士
木
・

ヒ』@
0
五
九
六

マ
マ
ル
ナ
カ
ふ
と
ん
店
・
中
村
久
男

百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
ふ
と
ん
販

@
三
三
六
九

▽
増
改
築
セ
ン
タ
ー
・
杉
本
茂
・

西
木
辻
八
軒
町
二
0
0
1
六
二
・
建

設
業
・
⑳
一
三
0
-

マ
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
脚
奈
良
出
張
所

小
巻
正
直
・
林
小
路
町
八
1
-
・
事

務
機
械
製
販
・
⑳
0
九
三
八

マ
前
川
雷
工
・
前
川
稔
・
疋
田
町

ニ
ー
五
1
五
・
電
気
工
事
・
⑮
六
五

ニ
ハ

▽
日
栄
電
工
社
・
中
野
高
昭
・
尼
ケ

《ノ
、
J

辻
町
-
 
1
七
八
ー
ー
一
・
内
線
電
気

工
事
・
@
四
六
三
五

マ
明
星
鈑
金
塗
装
工
業
・
大
隈
健
次

大
安
寺
町
一
一
ハ
ハ
・
自
動
車

.

鈑
金
塗
装
・
@
五
八
五
五

▽
シ
オ
ス
ー
ル
山
起
妹
・
鳥
井
得

八
条
町
七
八
七
1
九
・
靴
製
販
・
@

0
五
六
七

マ
奈
良
釣
具
セ
ン
タ
ー
・
谷
口
久
俊

秋
篠
三
和
町
-
ー
ニ
T
六
・
⑮
六

=
三
一

▽
マ
ル
ヨ
シ
文
具
店
・
近
藤
道
夫
・

東
木
辻
町
四
五
ー
ニ
・
交
具
販
・
⑳

二
0
八
一

マ
大
国
屋
・
潮
崎
美
恵
子
・
押
熊
町

二
 
0
四
1
-
・
食
堂
・
@
八
九
三

八
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一中小企業製品取扱いー
<輸出>←海外に目をむけて→<輸入>

田中貿易商会
岳631 奈良市中登美ケ丘 1丁目 D35-402

屯話(0742) 4 5-1 9 3 9

K. Tanaka corporauon

第121号(第三種郵便物認可)

経営の合理化を
強力に推進しま魂

, 1ゾ,^.'1

ぐ'

奈良会議所ニュース

長期問の車のご利用に^短期問の車のご利用に^

トヨタの力ーリース

、、fトヨ井レン井り'ス奈良辱,
整備十分なトヨタ車が月々わずかなり
ース料て、ご利用てきます。リース料は
全額必要経費tおとせて合理的てす。

郎

昭和53年10月10日(毎月1回10日発行)

-11-

トヨタのビジネスレンタ
増車、代車、出張先tの車に便利て経
済的なビジえ、スレンタ。必要な時、必
要な車を即座にご調達いたします。

白衣・事務服・作業服
(奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

餐奈良・ユニフ、オ、フム
奈良市尼ゲ.辻町70-1

TEL 奈良伯742)33-.0255 (代表)

県代理

呼,Ξ

徳村商
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邸付録〕
第121号(第三種郵便物認可)

お役に立てる制度。
スタート。
中小企業名の方々にとって、ネ冶営_上
の災難、それは取引先企業の倒産
ではないでしょうか。取引先企業の倒
産て受ける呆三,排にはいろいろありまt
がなカイ、売掛金債権の回収難
がー・'番の問題です。中小企業倒産
防止共済は、このような困難に直
面した中小企業名の方々のお役に
立てる制度てt。

奈良会議所ニュース

※

防止共済制度は、昭和53年4月1日からスタート。
※この制度の運営は、政府か全額出資の中小企業共
済事業団(旧小規模企業共済事業団)が行なっています。

昭和53年10月10日(毎月1 回10日発行)

し

中小企業倒産
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●蛙卜金総額の10倍以内を貸付け
加入者は、積み立てたチ卦金の総額の10倍の範囲内で
被害額相当の共済金の貸付けが受けられます。

●無利子・無担保・無保証人
取引先企業が倒産けご場合、無利子、無担保、無保
i正人で共済金の貸付けが受けられます。

制度の特色
今すぐこ加入ください

●税法上の特典

中小企業倒産防止共済

推卜金は、損金算入(法人の場合)、必要経費算入(個
人事業者の場合)されます。また、一括前納分も同様
になりまt。

田杯U53年度中に加入され、掛金を一括前納a20
万円)された方には、最高1,200万円の範囲内で共
済金の貸付けが受けられます。くわしくは裏面をごら
んください。

.

53年度の特例

,

、
一



次の条件に該当tる中小企業名て引き続き1午以
上事業を行ってぃる方
●従業員300人以下または資本金1億円以下の工鉱
業等の会社および個人
(注)陶磁器(1部)、ゴム製品、機械染色整理、鉱業、伸銅品の5業
種については、上記の企業規模を超えていても加入資格があηます。

●従業員100人以下または資本金3,000万円以下の
卸売業の会社および個人
●従業員50人以下または資本金1,000万円以下の
小売・サービス業の会社および個人
●企業組合および協業組合
●事業協同組合、同小組合または商工組合t、共同
生産、共同販売等の共同事業等を行ってぃる組合

加入できる方は

●毎月の推卜金は、5,000円、 10,000円、 15,000円、
20,000円のいずれかを自由にきめて加入できます。
●加入後、増・減額がて'きます。
●加入者は推卜金総額が最高120万円になるまt積み
立てられます。

(注1)共済金の貸付けを受け六場合は、共済金の貸付額の10分
の1にあ大るものは、解約手当金および2回目以降に共済金の貸
付けを受けるときの計算には含まれません。

(注2)共済事由(取引先企業の倒産)が発生し大ときに、加入者が左
欄の中小企業者でなくなっ大場合は、共済金の貸付けが受け
られません。

※貸付けがスムーズに受けられるよう、加入時に「取引先事業者
登録申出書」を提出Lてく六さい。

毎月の掛金は

加入後6か月以上経過した加入者の取引先企業が
倒産,し、売掛金債権等の回収が困難となった場合
に共済金の貸付けが受けられます。

※「倒産」とは、(ア)破産、和議開始、更生手続開始、整理開始
または特別清算開始の申立てがなされた場合、(イ)手形交換
所に参加する金融機関によって取引停止処分を受けた場合、
のいずれかです。

●貸付条件は、無利子、無担保、無保証人てす。
●返済期間は5年(据置期間6か月を含む)てす。
●貸付限度額は、井険総額の10倍に相当する額と被
害額のいずれか少ない額になります。
●倒産した取引先企業に対すろ取引依存度(倒産
前6か月間の平均)が20%を超えるナ昜合は、更に月間
取引高(倒産前6か月問の平均)の2f音まての金額が
貸付金額に加算されます。

共済金の貸付けは

加入者は、いつでも契約を解除(任意解約)できま
す。事業団は、加人者が推卜金を12か月以上H絲内した
とき、ま九はノ扣入者の死亡、解散などの場合で承継
がなかったとき、契約を解除します。
(注)掛金納付月数が12か月以上の加入者が上記の理由て解約
するときは、掛金納付月数に応じて、掛金払込額の乃%以」
(60か月以上て、その問共済金の貸付けを受けなかっ大場合は
100%)の解約手当金が支払われます。

契約の解除は

加入者が偽りまたは不正の行為により、共済金の貸
付けまたは解約于当金の支給を受け、または受けよう
としたときは契約を角郡余します。
(二のときは解約手当金は支払われません。)

ぜひ脇年度中にこ加入ください
最高1,200万円までの共済金の貸付けが受けられます

この制度の内容をくわしくぉ知りになりたい方、および加入申込みをされる方は、当所にお申し出ください。

昭手U53年4月1日から昭和54年3月31日までに加入
されますと、次のような特伊仂ゞ認められています。
①掛金月額の60倍(5年分・最高120万円)までの掛
金を一括市絲内tることができます。この前納掛金は損
金算入(法人の場合)、必要経費算入(個人事業名
の場合)されます。
②加入後3か月以」才茶過して、取引先企業が倒産した
ため、銀行から倒産した取引先企業が振出し九約束
手形または引受けた為替手形を買い戻すよう請求さ
れ、これに応じたナ昜合には、掛金を一括前納していると
推卜金の10倍(最槽H,200万円)力ほ九は買い戻した手
汗三ネ皮害額のいずれか少ない額の貸付けが受けられまt

奈良商工会議所 奈良市登大路町36番地2
郵便番号630 電話26-6222
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